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1 前期 月曜･３時限 月曜･４時限

　 実験

該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 本授業では，バイオエンジニアリングに関わる基本的な事柄についての実験実習を行とともに，本課程
の研究室で用意した実験項目を行う。本実験実習を通して，専門分野の基礎知識を確認し，実際的な問
題に対応できる基本的な能力を養成する。

(5)授業計画 授業時間は１００分である。
詳細については，別途，eALPSを参照すること．

第1回：ガイダンス
第2から第13回：６つの研究室が用意した実験項目を各２週で実施
第14回：実験の振り返り、レポート作成　授業アンケート
第15回：予備日

(6)成績評価の方
法

実験態度，レポートならびにプレゼンテーションの質を総合的に評価する。なお，レポートは実験結果
の処理，図による表現および考察など文章表現力も含めて評価する。
eALPSに掲載されるガイダンス資料を必ず参考にすること。

(7)成績評価の基
準

(1)問題の設定が適切であり，(2)その問題の背景を説明できており，(3)その問題にどのような課題があ
るのかを指摘できており，(4)それらの課題に対して既存の学説が提示する解決法を適切に把握できてお
り，(5)その上で自分の見解を提示できており，かつ，教員を感心させるレベルにあれば「卓説している
」。(1)から(5)の5項目を満たしていれば「かなり上にある」。4項目までできていれば「やや上にある
」。3項目までできていれば「水準にある」。

(8)事前事後学習
の内容

・この授業は45 時間の学修を必要とする内容です。従って，15 時間以上の時間外学習が必要となりま
す。
・各回の実験テーマの内容を図書館等を利用して事前に学習し、授業後には授業で出された課題につい
て調査・検討し、レポートの作成を行うこと。

(9)履修上の注意 予習・復習を十分に行うこと。
病欠などのやむを得ない場合を除いて、欠席者に対する再実験は行わない。全実験テーマの履修を原則
とする。

(10)質問,相談へ
の対応

随時受け付ける。

(11)学生へのメッ
セージ

(12)その他

【教科書】

【参考書】 必要に応じて紹介する。


